
奥名回線(小浜 ・奥名田!日])

的 ケ岡線(殿回 ・的ケ向間)

宇 和島線(八幡浜 ・ 宇和島問)路盤幅及びm桁並びに

軌条の大さは丙線に準ず

音 吏線(僚平 ・ 三股間)

名雨線(初茶志内 ・ 朱鞠内問)

JlI 口 線(会主主傑再I ・ 川口 l問)

只見 線(小出 ・ 只見聞)

筏 川 線(須崎 . m川|間)

中古E 網線(中佐呂間 ・ l)jf; 呂間)

戸井 線(函館 ・戸列 l前)

羽咋線01<見 ・ 羽咋!日D

江川階級(近氷・江川崎間)

根北線(根室標沖 ・ 斜塁間)

m 江線(江川崎 ・ 箆川閉)

相木内線(角館・楠木内聞)

松前線(福島 ・ 渡島大砧!日Il

建設規程および簡易線建設規程は昭和24年以来改正されてい

ないので， 現在とは線名など途っている区間もあるが，上表は

大{本法令にしたがった。(川崎敏悦)

せんろけいかい 線路警戒 列車の運転の安全を図るため風

雨雪その他災容に対する線路の警備。保線区関係は保線区従事

員災害撃事側心得によりこの幸吉備を行う。答備は保線区長が発令

および解除を指示するが，風水筈その他の災害は地域的に差が

あり，区長の予知できないものもあるので，保線区従事員の自

発的 11\ íflj) も秘められている。しかし幾備の解除は適切jを期する

ため熟練者の判断に よ っ て行うために， 保線区長の指示にかきf

られている。

答日目の箇別はっきrのとおりである。

第 11重警備 広い範凶に災害の発生が予想されるとき ， その

最悪の事態に備える場合に行う箸備で， 標準 と しては線路班 ・

保安mおよび工事庇員の全数が望書備に従事する。

第 2 種警備 降雨雪が続き災害の発生が予想される場合，ま

たは台風燦近に備える場合に行う答備で，僚準としては線路班・

保安班および工事旺員の各半数が答備に従事する。

第 3 種警備 前j各号に至らないが， 列車運転に彩響をおよぼ

すおそれのある I場合， または局部の箸備を必要とする総合に行

う警備で， 標準としては線路班・保安鉦および工事班員の各一

剖1が答備に従事する。

警備員はっき.のとおり区分される ①連絡員 線路班または

線路分区にあって命令 ・指示および的報の述絡に当る ②固定

答備員 局部的に著しい災筈の発生が予恕される箇所をもっぱ

ら事寄附する ③巡回答開j員 担当区域の全般またはその一部を

見まわり讐耐Iiする。固定およひ.巡回答日u員は 1 組 2 人を標準と

しているが， 警備の突情に応じ l 人でもさしっかえない。(鴫原

吉之始)

せんろけんさ 線路検査 線路地設は鉄道財産中大きな部分

をしめ， 輸送力確保上きわめて重要であるにもかかわらず， そ

の笑態を科学的に数字で表現する方法が不完全であ った。戦後

の輸送状悠として大形際関車の入線 ・ 速度高上 . 'll.!. 1じな ど変革

の時期にあり ， 問時に経営の合理化はますます要請される 11寺代

となったので， 線路の実態は燥が問問となった。終戦後いろい

ろと軌道現状は縫の科学的方法が考えられ， 昭和 28 ・ 2 に総裁

途第 88 号として線路検査規程が制定された。適用範聞は軌道 ・

路盤の検査であ っ て， 建造物 ・ 信号保安設備は除かれている。

自的は線路の突態をは怪し，線路の合理的な保守管理をはかる

ことである。 検査の種類はつぎの 4 つである。

せんろしけん

1 軌道保守検査軌道の保守状態について軌間，水準 ・ 高

低 ・ 巡り ・ 遊間 ・継目落 ・ 旬進(ふくしん)最を， 一部を除き年

4・回検査する。

2 軌道材料検査 材料そのものの良否と材料の使い方すな

わち保守の良否の二方面を，年 1 回(まくら木は年 2 回)検査す

る。

3 路盤検査 路盤および側溝の保守状態につき年 l 回検査

する。

4 列車動箔検査 列車動揺皮について年 2 回検査する 。

線路検査の結果はすべて一定の数値で表現される。例えば軌

道の狂は平均値 ・ 標準偏差 ・ 軌道狂指数で表わされ， 軌道材料

の状態は不良率，路量生状態は不良館所数， 列車の動揺度は重力

加速度換算値で表わされる。したが って線路状態の過去との比

較ならびに他線区との比較ができる。つぎにこれらの数値に よ

る管理図によって労力 ・ 資材 ・ 予算 ・ 作業の適正か否かが検査

できるから，必然的に保守状態を管浬できるようになる。また

検査の結果と変動要因との相関関係を求めて， 予算資材の配分

等基礎昔十薗資料とする ことができ る。(伊地知堅一)

せんろこうし ゅ 線路工手 保線区におかれる職で， 線路工

手長 ・ 信号保安掛の指泌をうけて， 線路(土工， 軌道， 保安設

備等)の保守作業 ・ 施工作業 ・ 線路付 幣用地の保守作業および

線路付持建設物(橋梁 ・ 百華道 ・ 乗降場害事) の看視を行うも のであ

る。

このうち最も主要な職務は軌道の保守施工作業で枕木の交

換・~条の交換・犬釘の手入れ ・ 道床のつきかため等がおもな

作業としてあげられる。(加藤扱次郎)

せんろこ うしゅちょう 線路工手長 保線区におかれる職で，

線路分区長の指俸をうけ線路工手話IJ長 ・ 線路工手を指導して，

線路(土工 ・ 軌道 ・ 保安設備等)の保守施工作業 ・ 線路付帯の建

設物 (橋梁 ・ 隊道 ・ 乗降場等)の看視および線路付帯用地の保守

作業を行うものである。

このような職務を遂行するため，線路工手長は毎日，担当区

域を徒歩で巡回して障害の有無を確かめる と ともに， 線路工手

等に対して適切な作業の街滋を行わなければならない。 (却喋誠

次郎)

せんろこうし ゅ ふくちょう 線路工手副長 保線区におかれ

る職で， 線路工手長の指長[1をうけ線路工手を指導して線路(土

工 ・ 軌道 ・ 保安設信ti等)の保守作業 ・ 施工作業 ・ 線路付稿用地の

保守作業および線路付帯の建設物(矯梁 ・ 店主道 ・ 乗降場等)の看

視を行うもので， 線路工手長不在の場合は， その職務を代行す

ることができる。(加藤誠次郎)

せんろこうじよう 線路こう上 線路(軌道 ・ 路盤とも)をこ

う上させること。たとえば線路勾配(こうばい)の変更 ・ 縦曲線

の改良 ・線路浸水防止で路盤の高さを高 く するときなどの場合

で， 線路そのものを高くすることである。これと反対に，線路

を低くすることを線路低下という。 (問中正彦)

せんろこし ょう 線路故障 人図によ らない線路の故障で列

事の運転に支障をおよぼしたもの。風水容により線路浸水 ・ 築

淀欠猿お よひ.切取崩事長等のため， 線路が一時不通状態となった

もの， または雪害によって線路が埋没し， 地震によって線路が

政主主され， その他軌条き損. .Vt条張出 し. 1llï上などのため列車

の運転に支障をきたしたものを含む線路の故障をいう。(岡島原吉

之祐)

せんろしけんく 線路試験区 国鉄の鉄道管理局の現業被闘。

そのおもな担当業務は， 軌道および建設物に関する試験である。

昭和 24 ・ 12 の鉄道技術研究所の改組に伴い同所から分離して設
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